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※印刷コスト １部 29円（発行部数 12,900部）※議会だよりは、国会図書館にも送付されています。

第
82
号

発
行
日
／
令
和
６
年
５
月
１
日

編
集
／
か
ほ
く
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
t
ps
:
//
w
ww
.c
i
ty
.
ka
h
ok
u
.l
g
.j
p

発
行
／
石
川
県
か
ほ
く
市
議
会

住
所
／
石
川
県
か
ほ
く
市
宇
野
気
ニ
81
番
地

表 紙 の お 話 し

河北台健民体育館、七塚武道館の建て替

えとして整備され、令和６年４月１日オー

プンした、市総合体育館「とり野菜みそ

ＢＬＵＥＣＡＴＳ ＡＲＥＮＡ」です。

観客席数１８７１席を備えたアリーナ、

９人立ちの弓道場、３面とれる柔剣道場、

トレーニングルームにスタジオなど、スポー

ツの素晴らしさを実感できる施設となって

いる。今年秋に発足するプロのバレーボー

ルリーグ「ＳＶリーグ」に参入し、本市を

本拠地とする「ＰＦＵブルーキャッツ」の

ホームアリーナとな

る。プロの試合を身

近に感じて選手と一

緒に盛り上がろう！

（Ｙ.Ｎ.）
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令和６年 第２回かほく市議会定例会のお知らせ（６/10～６/27）

日 月 火 水 木 金 土

6/10 初日

10:00
本会議
（議案説明ほか）
全員協議会
予算決算常任委員会

11

13:30
議会運営委員会

12 13 14 15

16 17 18

議会運営委員会
10:00
本会議
（一般質問）
広報特別委員会

19

10:00
本会議
（一般質問）

20

9:00
総務建設常任委員会
総務建設分科会

21

9:00
教育福祉常任委員会
教育福祉分科会

22

23 24 25

13:30
予算決算常任委員会
議会運営委員会

26 27

10:00
本会議
（討論、採決ほか）
全員協議会

「
議
会
だ
よ
り
」
を

ス
マ
ホ
で
読
む
！

広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

中
川

康
弘

副
委
員
長

猪
村

博
靖

委

員

杉
本

正
一

丸
井

一
範

野
田

稔
彦

池
田

義
治

長
柄

裕

議会からのお願い

議会だより作成のため、腕

章を着用した議員が写真撮影

に伺うことがあります。

ご理解とご協力をお願いい

たします。

議会を傍聴しませんか！

議会ではどんなことが議論されているの

か、本会議・常任委員会などを傍聴してみ

ませんか。

どうぞ、お気軽にお越しください。

傍聴の定員は、本会議は30人、各常任委

員会・全員協議会は8人です。（受付順）

本会議はケーブルテレビ

「かほくチャンネル」で

生中継・録画を見ること

ができます。
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令和６年度当初予算（骨格予算）を可決
総額329億8,108万円（前年比10.9%増）

会 計 名 令和６年度当初予算 伸び率

一般会計 199億円 12.9%

特

別

会

計

市営バス事業 1,550万円 4.7%

墓地 1,430万円 ▲94.5%

ケーブルテレビ事業 9,840万円 ▲6.5%

国民健康保険 31億7,070万円 ▲6.4%

後期高齢者医療 5億9,200万円 9.6%

介護保険 34億3,900万円 0.6%

大海財産区 63万円 ▲33.4%

企業
会計

水道事業 20億5,720万円 43.2%

下水道事業 36億9,335万円 24.8%

支 出 金 額 対応する予算

食費 100万円 人件費

生活費（光熱水費・雑費） 157万円 物件費、補助費
維持補修費など

ローンの返済 67万円 公債費

家の増改築 13万円
普通建設事業

子どもへの仕送り 22万円
他会計への繰出金

医療費・介護費 61万円
扶助費

雑支出 0万円
投資及び出資金

定期預金 5万円 積立金

その他の支出 75万円 貸付金など

支 出 合 計 500万円

収 入 金 額 対応する予算

給料 258万円

うち基本給 255万円 市税、地方交付税

うち諸手当 3万円 地方譲与税

パート収入 6万円
使用料及び手数料
分担金及び負担金

雑収入 20万円
諸収入など

親からの仕送り 148万円
国庫支出金、県支出金
地方消費税交付金など

銀行からの借入れ 37万円
地方債（市債）

貯金の取り崩し 31万円 基金繰入金

収 入 合 計 500万円

借入金の残高

貯金の残高

534万円

202万円

市債残高(一般会計分)

基金残高

単純に比較できない部分もありますので、参考としてみてください。

●一般会計を家計簿に置き換えてみました。
（年間500万円支出する家庭に例え算出）

骨格予算って
どんな予算

なのかな？

次のページを見てね！

会期／2月22日～3月14日 定

例

会

一

般

質

問

緊

急

要

望

常

任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案

内

例
年
、
市
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
る

次
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
新
規
事
業
を
除
く
「
準
通
年

型
の
予
算
」
と
し
て
編
成
し
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
本
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
の
災
害
対
応
を

最
優
先
と
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度

の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
義
務
的

経
費
な
ど
新
年
度
に
お
い
て
必
要
不

可
欠
な
歳
出
に
限
る
「
骨
格
予
算
」

＊

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
政
策
的
経
費
な
ど
当

初
予
算
に
計
上
の
な
い
事
業
予
算
は
、

６
月
以
降
の
補
正
予
算
と
し
て
編
成

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
災
害
復
旧
に
係
る
事
業

費
や
市
民
生
活
の
安
全
安
心
の
確
保

に
直
結
す
る
施
策
に
関
す
る
予
算
の

ほ
か
、
定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
継
続
的
な
事
業
な
ど
、
年
度
当

初
か
ら
事
業
に
着
手
す
る
必
要
の
あ

る
経
費
は
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
に
係
る
災
害
復
旧

関
係
費
は
、
令
和
５
年
度
の
補
正
予

算
の
増
額
分
11
億
６
２
４
９
万
円
と
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
48
億
９
９

６
５
万
円
で
あ
わ
せ
て
60
億
円
規
模

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
第
２
次
か
ほ
く
市
総
合

計
画
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
海
と

み
ど
り
に
抱
か
れ
た
、
に
ぎ
わ
い
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、

将
来
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た

「
第
２
期
か
ほ
く
市
創
生
総
合
戦
略

推
進
計
画
」
の
最
終
年
と
し
て
、

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
「
選
ん
で

も
ら
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
必
要

な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標

で
あ
る
健
全
化
判
断
比
率
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
基
準
内
で
の
財
政
運

営
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
末
（
令
和
５

年
５
月
末
）
の
基
金
残
高
に
つ
い
て

は
、
89
億
５
０
５
２
万
１
千
円
の
残

高
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

議会だより VOL.823

能
登
半
島
地
震
で

災
害
復
旧
関
係
費
は
総
額
60
億
円
に

＊
骨
格
予
算

新
規
事
業
を
抑
え
た
予

算
の
こ
と
で
す
。
令
和
６
年
度
当
初
予

算
は
「
骨
格
予
算
」
と
し
た
上
で
、
災

害
復
旧
関
係
費
を
計
上
し
た
こ
と
で
予

算
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和５年度と令和６年度の当初予算の比較

５００億

４００億

３００億

２００億

１００億

０
令
和
４
年
度
末

令
和
３
年
度
末

令
和
２
年
度
末

令
和
元
年
度
末

平
成
30
年
度
末

平
成
29
年
度
末

平
成
28
年
度
末

市債残高（借金）

基金残高（貯金）

市
の
財
政
状
況
は
？
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100 200 300

令和5年度

令和6年度

(億円)

一般会計 特別会計 企業会計

企業会計

199億円（うち災害対策分31億9,000万円）

57億5,055万円
（うち災害対策分17億965万円）

329億8,108万円

176億2,000万円 77億2,544万円 43億9,503万円

297億4,047万円

一般会計
災害
関係

73億3,053万円

特別会計
災害
関係

にゃんたろう



〔市長提出議案〕

議案番号 議　　案　　名　　等
委員会
付託先

議決結果

議案第　１号 令和６年度かほく市一般会計予算
原案可決

（賛成多数）
議案第　２号 令和６年度かほく市営バス事業特別会計予算

議案第　３号 令和６年度かほく市墓地特別会計予算

議案第　４号 令和６年度かほく市ケーブルテレビ事業特別会計予算

議案第　５号 令和６年度かほく市国民健康保険特別会計予算

議案第　６号 令和６年度かほく市後期高齢者医療特別会計予算

議案第　７号 令和６年度かほく市介護保険特別会計予算

議案第　８号 令和６年度かほく市大海財産区特別会計予算

議案第　９号 令和６年度かほく市水道事業会計予算

議案第１０号 令和６年度かほく市下水道事業会計予算

議案第１１号
専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度かほく市一般会計補正予算（第１２号））

議案第１２号
専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度かほく市水道事業会計補正予算（第４号））

議案第１３号
専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度かほく市下水道事業会計補正予算（第２号））

議案第１４号 令和５年度かほく市一般会計補正予算（第１３号）

議案第１５号 令和５年度かほく市墓地特別会計補正予算（第１号）

議案第１６号 令和５年度かほく市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第１７号 令和５年度かほく市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第１８号 令和５年度かほく市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第１９号 令和５年度かほく市水道事業会計補正予算（第５号）

議案第２０号 令和５年度かほく市下水道事業会計補正予算（第３号）

議案第２１号 かほく市犯罪被害者等支援条例の制定について 地域文教

議案第２２号 かほく市監査委員条例の一部を改正する条例について

議案第２３号
かほく市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の
一部を改正する条例について

議案第２４号 かほく市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 地域文教
原案可決

（賛成多数）
議案第２５号 かほく市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第２６号
かほく市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一
部を改正する条例について

議案第２７号 かほく市体育施設条例の一部を改正する条例について

議案第２８号
かほく市高松総合型地域スポーツクラブ拠点施設条例の一部を改
正する条例について

議案第２９号
かほく市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例及びかほく市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第３０号
かほく市ひとり親家庭等医療費給付に関する条例の一部を改正す
る条例について

議案第３１号 かほく市子ども総合センター条例の一部を改正する条例について

議案第３２号 かほく市介護保険条例の一部を改正する条例について

議案第３３号
かほく市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例について

議案第３４号
かほく市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第３５号
かほく市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第３６号

かほく市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

議案第３７号 かほく市営住宅等条例の一部を改正する条例について

議案第３８号
かほく市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例について

議案第３９号 かほく市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

議案第４０号 公の施設の指定管理者の指定について

議案第４１号 市道の路線認定について

議案第４２号 市道の路線認定について

議案第４３号 市道の路線変更について

総務建設

原案可決
（全会一致）

総務建設

地域文教

予算決算

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

原案承認
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

総務建設

審議された議案と審議結果
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〔 市 長 提 出 議 案 〕

議案番 号 議　　案 　　名　 　等
上程

議決日
議 決結果

議案第４ ４号 かほ く市税条 例の一部を 改正する 条例につ いて 3月 14日

議案第４ ５号 かほ く市公共 下水道条例 の一部を 改正する 条例につ いて 3月 14日

〔 議 会 提 出 議 案 〕

発議番 号 議　　案 　　名　 　等
上程

議決日
議 決結果

発議第５ 号 かほ く市議会 委員会条例 の一部を 改正する 条例につ いて 3月 14日
原 案可決

（全 会一致）

※発議の 内容につ いては、下 記に掲載 していま す。

〔 請 願 〕

請願番 号 議　　案 　　名　 　等
委員会
付託先

選 挙方法

請願第５ 号
志賀 原発の再 稼働に反対 し、北電 と国に廃 炉の要請 を求め
る意 見書の採 択を求める 請願書

地 域文教
不採択

（賛 成少数）

※議案及 び請願の主 な審査内 容につい ては、 12ページ以 降の各常任 委員会レ ポートに 掲載して います。

原 案可決
（全 会一致）

審
査
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

「
総
務
建
設
常
任
委
員
会
」
の
所
管

事
項
で
あ
る
「
消
防
」
と
「
地
域
文

教
常
任
委
員
会
」
の
所
管
事
項
で
あ

る
「
地
域
政
策
部
」
を
入
れ
替
え
、

所
管
事
項
の
変
更
に
伴
い
、
「
地
域

文
教
常
任
委
員
会
」
の
名
称
を
「
教

育
福
祉
常
任
委
員
会
」
に
変
更
す
る
。

塚
本
佐
和
子
議
員
か
ら
辞
職
願
の

提
出
が
あ
り
、
定
例
会
最
終
日
に
許

可
を
し
、
３
月
14
日
付
け
で
辞
職
と

な
っ
た
。

議
員
辞
職
に
伴
い
、
委
員
会
構
成

の
変
更
が
あ
り
、
河
北
郡
市
広
域
事

務
組
合
議
会
議
員
に
坂
井
正
靱
議
員

を
指
名
し
た
。

ま
た
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
委

員
に
野
田
稔
彦
議
員
が
選
任
さ
れ
、

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
長
に
中

川
康
弘
議
員
が
互
選
さ
れ
た
。

議会だより VOL.825

議決結果で賛否が分かれた案件

議案番号 議案名等

議員名（議席番号順）
長
柄

裕

池
田

義
治

中
川

康
弘

塚
本
佐
和
子

野
田

稔
彦

大
西

潤

丸
井

一
範

金
子

猛

坂
井

正
靱

高
橋

成
典

杉
本

正
一

竹
内

幹
雄

杉
本

成
一

寺
内

照
雄

猪
村

博
靖

議案第１号 令和６年度かほく市一般会計予算 ○○○欠○○○○○

×

○○－ ○○

議案第５号 令和６年度かほく市国民健康保険特別会計予算 ○○○欠○○○○○

×

○○－ ○○

議案第６号 令和６年度かほく市後期高齢者医療特別会計予算 ○○○欠○○○○○

×

○○－ ○○

議案第24号 かほく市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ○○○欠○○○○○

×

○○－ ○○

請願第１号 志賀原発の再稼働に反対し、北電と国に廃炉の要請を求める意見
書の採択を求める請願書

× × ×

欠

× × × × ×

○

× ×

－ ○

×

※ ○＝賛成 ×＝反対 欠＝欠席 退＝退席 杉本成一議員は議長職のため採決には加わりません。

委
員
会
条
例
の一

部
改
正

定

例

会

一

般

質

問

緊

急

要

望

常

任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案

内

議
員
辞
職
に
伴
う
変
更



高

橋

成

典

国
民
健
康
保
険
税
が
、
一
人
平
均

約
９
千
円
の
値
上
げ
で
す
。
物
価
の

高
騰
や
消
費
税
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
な
ど
、
新
た
な
負
担
が
増
え
る

な
か
、
２
年
連
続
の
値
上
げ
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
一
人

平
均
６
８
７
３
円
の
値
上
げ
で
す
。

高
齢
者
、
福
祉
の
た
め
、
消
費
税

が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
医

療
や
福
祉
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

志
賀
原
発
は
地
震
の
揺
れ
で
、
外

部
電
源
の
一
部
喪
失
や
、
変
圧
器
か

ら
２
万
リ
ッ
ト
ル
も
の
油
が
漏
れ
る

事
故
が
発
生
。
避
難
計
画
は
「
絵
に

描
い
た
餅
」
で
す
。
原
子
炉
建
屋
の

中
は
、
「
大
き
な
被
害
が
出
て
、
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
」
等
々

の
内
部
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

大

西

潤

執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
全
て
の

議
案
に
対
し
て
賛
成
す
る
。

特
に
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
災
害
関
連
予

算
を
計
上
し
て
お
り
、
被
災
住
宅
等

の
公
費
解
体
費
用
な
ど
を
中
心
に
、

被
災
者
支
援
に
全
力
を
挙
げ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

市
民
の
生
活
や
こ
れ
か
ら
の
か
ほ

く
市
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

意
義
、
必
要
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
予
算
編
成
で
あ
る
。

災
害
復
旧
や
市
民
生
活
の
支
援
に

全
力
を
注
ぎ
、
市
の
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ﾍﾟｰｼﾞ 質問事項 質問者

７ 更なる安心で安全なまちづくりについて ほか 野田 稔彦

８
女性や多様な方々に配慮がある災害支援や

避難所運営について ほか
塚本佐和子

９ 能登半島地震について ほか 池田 義治

10 能登半島地震に関連して ほか 高橋 成典
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討 論 議案・請願に対して２氏が討論

国
保
税
２
年
連
続
値
上
げ

反
対

志
賀
原
発
の
再
稼
働
中
止
、

廃
炉
を
求
め
る
請
願
に
賛
成

後
期
高
齢
者
保
険
料
値
上
げ

反
対

全
議
案
に
賛
成

討論の文章は、本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

定

例

会

一

般

質

問

緊

急

要

望

常

任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案

内

にゃんたろう

「討論」って？

議案に対する「賛成」「反対」の

旨とその理由を述べて、他の議員

を自己の意見に賛同させることを

目的とする発言です

Ｑ

本
年
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
、

石
川
県
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
か
ほ
く

市
で
は
震
度
５
強
を
観
測
し
た
。

今
回
の
地
震
に
学
び
、
さ
ら
な
る

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

Ａ

市
長

今
回
の
地
震
で
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
や
避
難
所
の
開
設
、

給
水
活
動
の
ほ
か
、
道
路
の
補
修
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
な
ど
を

経
験
し
、
多
く
の
教
訓
を
得
た
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様

が
率
先
し
て
物
資
運
搬
や
給
水
作
業

に
協
力
さ
れ
た
ほ
か
、
避
難
所
で
は

地
域
の
方
々
が
一
致
協
力
し
て
手
際

よ
く
運
営
さ
れ
、
差
し
入
れ
や
支
援

物
資
の
提
供
な
ど
、
心
温
ま
る
支
援

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
お
り
、
改
め

て
防
災
意
識
の
重
要
性
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加

え
、
事
前
の
備
え
を
整
え
、
防
災
士

の
育
成
や
き
め
細
か
な
防
災
情
報
の

提
供
な
ど
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

で
防
災
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

質

問

２

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

無
償
化
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い

Ｑ

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
が
必
要
で
あ
る
。

何
よ
り
も
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・

復
興
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る

状
況
で
あ
る
こ
と
も
十
分
承
知
し
て

い
る
が
、
段
階
的
に
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
取
り
組
め
な
い
か
。

Ａ

市
長

こ
れ
ま
で
、
手
厚
い
子

育
て
支
援
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
８
年
連
続
で
人
口
が
増
加

し
、
令
和
５
年
度
も
人
口
が
増
え
る

見
込
み
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
策
の
成

果
が
現
れ
て
い
る
中
、
今
後
の
子
育

て
支
援
策
の
一
手
を
考
え
た
場
合
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
優
先
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
は
何
よ
り
も
能
登
半

島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優

先
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

復
旧
・
復
興
に
は
多
大
な
財
政
負

担
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
財
政
状
況
を
見
極
め
た
上
で
、
給

食
費
の
無
償
化
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

さ
ら
な
る
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
防
災
対
策
を
強
化
し
て
い
く

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

野 田 稔 彦
の だ と しひこ

質 問 １

議会だより VOL.827

議会映像ＱＲコード

今も液状化が治まらない大崎榊原神社

身近な生きた教材、学校給食

定
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会

一

般

質

問

緊

急

要

望

常

任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案
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Ｑ

女
性
避
難
者
の
ケ
ア
や
女
性
更

衣
室
、
授
乳
室
の
設
置
場
所
な
ど
を

事
前
に
決
め
、
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
避
難
所
運
営
、
災
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が
多
い
。

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、
よ
り

女
性
の
視
点
を
交
え
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
改
定
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
す
る
際
、
女
性
職
員
ま
た
は
女
性

の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
採
用
し
て
い

る
の
か
。

Ａ

市
長

近
年
の
大
規
模
な
災
害

の
教
訓
か
ら
、
避
難
所
の
運
営
に
つ

い
て
は
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
と

避
難
者
自
ら
に
よ
る
主
体
的
な
運
営
、

避
難
所
の
質
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
の
趣
旨
も
取
り

入
れ
、
避
難
所
の
質
の
向
上
を
目
指

し
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
努

め
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
の
際
に
は
、

か
ほ
く
市
防
災
士
会
女
性
部
会
の
方

に
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
等
を
取

り
入
れ
た
い
。

質

問

２

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
は

同
室
避
難
を
調
査
研
究
す
る

Ｑ

被
災
時
、
ペ
ッ
ト
は
飼
い
主
と

の
同
行
避
難
が
原
則
だ
が
、
受
入
れ

体
制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

ペ
ッ
ト
の
防
災
の
視
点
か
ら
本
市

の
取
り
組
み
と
今
後
を
問
う
。

ま
た
、
今
回
の
大
津
波
警
報
発
令

時
に
ペ
ッ
ト
と
車
で
避
難
さ
れ
た
方

が
多
い
中
、
避
難
所
が
被
災
し
使
用

で
き
な
い
場
合
、
車
中
泊
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
人
も
想
定
さ
れ
る
。

車
中
泊
避
難
の
対
策
を
問
う
。

Ａ

地
域
政
策
部
長

避
難
所
で
は
、

動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
避
難
者
に

も
配
慮
し
、
原
則
、
飼
い
主
と
ペ
ッ

ト
は
住
み
分
け
と
し
て
い
る
。

当
面
、
現
状
の
取
り
組
み
を
維
持

し
つ
つ
、
避
難
所
内
に
飼
い
主
と
一

緒
に
居
ら
れ
る
「
同
室
避
難
」
に
つ

い
て
は
先
進
地
の
事
例
を
調
査
研
究

す
る
。

災
害
時
に
、
車
中
で
避
難
さ
れ
る

方
に
対
し
て
も
、
物
資
の
支
援
や
情

報
提
供
を
行
う
た
め
、
避
難
先
と
な

り
得
る
場
所
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
住

民
自
ら
避
難
状
況
を
報
告
す
る
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
、
指
定
避
難
所
外
避

難
者
の
把
握
に
係
る
具
体
的
な
対
策

に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
。

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ス
フ
ィ
ア
基
準
を

ス
フ
ィ
ア
基
準
も
取
り
入
れ
改
訂
に
努
め
る

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

塚 本 佐 和 子
つ かもと さ わ こ

質 問 １

人とペットの災害対策を
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スフィア基準マニュアル

議会映像ＱＲコード

＊
ス
フ
ィ
ア
基
準

避
難
所
の
質
の
向

上
を
考
え
る
と
き
に
参
考
に
す
べ
き
国

際
基
準
の
こ
と
で
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
１
人
あ
た
り
３
・
５
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
す
る
こ
と
、
避
難

所
の
ト
イ
レ
の
男
女
比
は
１
対
３
と
す

る
こ
と
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

定

例

会

一

般

質

問

緊

急

要

望

常

任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案

内

Ｑ

地
震
に
よ
っ
て
、
地
盤
の
液
状

化
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

対
策
と
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ

市
長

側
方
流
動
に
よ
る
用
地

境
界
の
ず
れ
や
道
路
・
宅
地
の
地
盤

高
の
変
状
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

国
・
県
の
技
術
的
・
財
政
的
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
液
状
化
対
策
の
方

針
決
定
の
上
で
地
権
者
と
の
合
意
形

成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

地
元
説
明
会
の
開
催
な
ど
適
切
に

対
応
す
る
。

Ｑ

災
害
対
応
を
行
う
職
員
の
ス
ト

レ
ス
対
策
を
ど
う
考
え
る
。

Ａ

市
長

昼
夜
を
問
わ
ず
災
害
対

応
を
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
感
謝

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
特
定
の
所
管
課
に
負
担
が

集
中
し
な
い
よ
う
、
他
部
局
職
員
を

応
援
に
充
て
る
柔
軟
な
人
員
配
置
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

一
定
時
間
休
息
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
配
慮
を
し
て
い
る
ほ
か
、
令
和

６
年
度
に
県
外
自
治
体
か
ら
の
応
援

派
遣
職
員
を
５
名
要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
所
属
長
に
部
下
の
心
身
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
指
示
し
て
い
る
。

質

問

２

学
校
健
康
診
断
に
つ
い
て

診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、

学
校
医
と
協
議
し
た
上
で
実

施
し
て
い
る

Ｑ

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
学
校
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
だ
が
、
本
市
の
状
況
は
。

Ａ

教
育
部
長

児
童
生
徒
等
の
健

康
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
従
い
、
服
装
や
健
康
診
断
実
施

方
法
に
つ
い
て
、
学
校
医
と
協
議
し

た
上
で
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
体
操
服
等
を
着
用

し
、
男
女
別
で
行
い
、
脱
衣
を
伴
う

検
査
は
、
他
の
児
童
生
徒
か
ら
見
え

な
い
よ
う
つ
い
立
て
で
囲
う
な
ど
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
男
女
差
に
配

慮
し
て
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ

地
域
の
医
師
会
と
の
健
康
診
断

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
協
議
は
。

Ａ

教
育
部
長

正
確
か
つ
配
慮
が

な
さ
れ
た
具
体
的
な
検
診
方
法
を
学

校
医
と
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

学
校
医
だ
け
で
な
く
学
校
歯
科
医

や
学
校
薬
剤
師
と
も
連
携
し
、
健
康

診
断
は
も
と
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
感
染
症
対
策
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

液
状
化
対
策
の
見
通
し
は

国
・
県
と
緊
密
に
連
携
し
対
応
し
て
い
く

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

池 田 義 治
い け だ よ しはる

質 問 １

議会だより VOL.829

議会映像ＱＲコード

液状化で大きくうねった県道

学校健康診断時の脱衣を伴う検査

定

例

会

一

般

質

問

緊

急

要

望

常

任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案

内



Ｑ

①
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら

も
志
賀
原
発
の
再
稼
働
の
撤
回
・
廃

炉
を
。
②
国
に
対
し
て
液
状
化
に
よ

る
土
地
の
隆
起
な
ど
へ
の
対
策
、
住

宅
の
補
償
と
、
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
等
々
が
必
要
。
関
係
自
治
体
と
の

共
同
を
求
め
る
。
③
今
後
想
定
さ
れ

る
大
規
模
災
害
な
ど
に
備
え
、
食
料
、

非
常
用
ト
イ
レ
、
毛
布
等
々
の
備
蓄

の
拡
充
を
。
④
災
害
廃
棄
物
の
仮
置

き
場
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
公
的
処
理
問
題
、
住
居
と
工

場
が
同
時
被
災
し
た
場
合
の
分
離
除

去
の
補
助
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
。

Ａ

市
長

①
原
子
力
規
制
委
員
会

の
審
査
の
経
過
や
、
国
、
県
及
び
北

陸
電
力
の
動
向
を
注
視
す
る
。
②
被

災
の
現
状
や
国
の
支
援
策
な
ど
を
踏

ま
え
た
自
治
体
の
裁
量
で
様
々
な
支

援
が
で
き
る
復
興
基
金
の
早
期
設
置

を
要
望
し
て
い
る
。
③
災
害
時
の
応

急
処
置
に
必
要
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な

ど
の
備
蓄
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

④
公
費
解
体
は
、
個
別
に
判
断
す
る
。

市
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質

問

２

訪
問
介
護
の
報
酬
引
き
下
げ

に
反
対
し
、
市
の
助
成
を

減
収
分
を
補
て
ん
し
な
い

Ｑ

国
の
訪
問
介
護
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
報
酬
引
き
下
げ
に
反
対
し
、
訪
問

介
護
制
度
の
維
持
・
継
続
の
た
め
市

の
助
成
を
。

Ａ

健
康
福
祉
部
長

市
と
し
て
減

収
分
の
補
て
ん
は
、
考
え
て
い
な
い
。

質

問

３

学
校
給
食
の
無
償
化
を

前
向
き
に
取
り
組
む

Ｑ

珠
洲
市
は
震
災
で
大
変
だ
が
、

学
校
給
食
の
無
償
化
に
踏
み
切
る
。

市
議
会
で
も
学
校
給
食
の
無
償
化

の
意
見
書
を
採
択
し
た
。

学
校
給
食(

地
産
地
消
を
含
め)

の

無
償
化
を
段
階
的
に
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ

市
長

前
向
き
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
、
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

質

問

４

職
員
の
賃
金
格
差
の
是
正
を

国
の
水
準
で
行
う

Ｑ

会
計
年
度
職
員
の
処
遇
改
善
、

勤
勉
手
当
の
支
給
を
評
価
す
る
。

人
件
費
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
改
め
、

男
女
賃
金
格
差
の
是
正
、
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ

総
務
部
長

同
一
労
働
同
一
賃

金
の
観
点
で
、
男
女
の
性
別
に
関
係

な
く
、
職
務
の
内
容
や
業
務
量
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
給
与
水
準
を
国
の
通

知
に
準
じ
て
行
う
。

志
賀
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
、
廃
炉
を

国
、
県
、
北
陸
電
力
の
動
向
を
注
視
す
る

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

高 橋 成 典
た かはし し げのり

質 問 １

給食を楽しむ子ども達
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液状化による被害（大崎地区）

議会映像ＱＲコード
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一
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望
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任

委

員

会

日

程

・

傍

聴

案

内

議会だより VOL.8211

令和６年２月19日、石川県市議会議長会は、

「令和６年能登半島地震に関する緊急要望書」

を松村祥史防災担当大臣、県選出の国会議員、

総務省、国土交通省等に提出しました。

１．被災地域の復旧、本格復興のための環境整備

・全壊家屋及び半壊家屋の解体・撤去や災害廃棄物の処理について、被災自治体の負担を
軽減するため十分な財政支援を行うこと。

２．暮らしの再建

・液状化被害を受けた地域において、宅地の復旧に引き続き、再度災害による被害拡大を

防止するため、公共施設と宅地の一体的な液状化対策の実施に対して支援すること。

３．産業・生業の再構築

・甚大な被害を受けた農地や用排水路、ため池等の農業用施設、林地、林道等のインフラ

について、災害復旧事業等により、一日も早い復旧・復興に向けて支援すること。

４．被災自治体への支援

・被災自治体のニーズに応じ、災害対応や復旧・復興に必要な応援職員を派遣し、適切に

地方財政措置を講じること。

５．その他

・激甚化頻発化する自然災害に備えるため、国土強靭化の加速化対策を前倒しして迅速に
進めること。

要請項目（要望書から抜粋）

議会と意見交換しませんか

議会では、市民の皆様と自由に情報及び意見を交換す
ることによって、市政のさらなる発展、議会の活性化を
目指し、議会報告会を開催しています。

議会との意見交換をご希望される団体等、お気軽にご
連絡下さい。

【問い合わせ先】 かほく市議会事務局

電話 ２８３‐７１２６にゃんたろう

「要望書」って？

県や市の力だけでは解決できない

ことを国に対し「要望書」を提出

して、問題の解決や改善を求める

ことができるんです。
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◎
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

令
和
６
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職

員
に
対
し
勤
勉
手
当
の
支
給
が
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
勤
勉
手
当
の
支

給
対
象
者
、
支
給
方
法
を
規
定
す
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準

に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
く
製
造
所
な

ど
の
設
置
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審

査
の
う
ち
、
浮
き
屋
根
式
及
び
浮
き

蓋
付
の
特
定
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
貯
蔵

所
の
審
査
に
係
る
手
数
料
の
額
が
変

更
に
な
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。
な
お
、
か
ほ
く
市
に

は
該
当
施
設
な
し
。

◎
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る

法
律
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
」
の

規
定
に
基
づ
く
事
業
契
約
に
よ
り
管

理
を
行
う
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

当
該
事
業
者
を
指
定
管
理
者
の
候
補

者
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

市
内
で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
公
の
施
設
の
う
ち
、
15
の

施
設
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
指
定
管
理
者
と
指
定
期
間
を
そ
れ

ぞ
れ
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

◎
市
道
の
路
線
認
定

企
業
の
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、

横
山
工
業
団
地
周
辺
の
環
境
整
備
と

し
て
計
画
し
て
い
る
道
路
を
、
市
道

高
松
１
７
２
号
線
と
し
て
新
た
に
認

定
す
る
も
の
。

◎
市
道
の
路
線
認
定

大
崎
地
内
に
お
け
る
民
間
の
宅
地

造
成
事
業
に
お
い
て
、
築
造
し
た
道

路
を
市
道
大
崎
36
号
線
及
び
37
号
線

と
し
て
、
新
た
に
認
定
す
る
も
の
。

◎
市
道
の
路
線
変
更

横
山
工
業
団
地
周
辺
の
環
境
整
備

と
し
て
、
市
道
高
松
62
号
線
の
道
路

改
良
を
計
画
し
て
お
り
、
路
線
の
終

点
を
変
更
す
る
も
の
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を
支
給

お

も

な

審

査

内

容

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務

建
設

常
任

委
員
会

15の施設で指定管理者を指定

市道高松62号線と172号線

総
務
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

野
田

稔
彦

副
委
員
長

池
田

義
治

委

員

寺
内

照
雄

竹
内

幹
雄

丸
井

一
範

中
川

康
弘
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◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
県
か

ら
示
さ
れ
た
標
準
税
率
を
参
考
に
、

保
険
税
率
を
改
正
す
る
も
の
。

高
橋
委
員

保
険
税
率
引
き
下
げ
の
た
め
の
方

策
は
。

保
険
医
療
課
長

現
在
の
基
金
を
全
て
活
用
す
る
こ

と
で
保
険
税
率
の
据
え
置
き
は
可
能

だ
が
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
財

政
運
営
の
た
め
計
画
的
な
基
金
活
用

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
に
お
け
る
、
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
の
標
準
段
階
及
び

保
険
料
率
を
改
定
す
る
も
の
。

高
橋
委
員

保
険
料
の
標
準
段
階
や
乗
率
は
、

ど
の
自
治
体
で
も
同
じ
取
り
扱
い
か
。

長
寿
介
護
課
長

国
は
基
準
を
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、

自
治
体
に
よ
っ
て
は
標
準
段
階
や
乗

率
の
変
更
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

◎
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
の

一
体
的
な
相
談
支
援
等
を
行
う
た
め
、

既
存
の
「
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
名
称
を
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
、
機
能
拡
充
を
行
う
も
の
。

◎
志
賀
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
、

北
電
と
国
に
廃
炉
の
要
請
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
志
賀
原
発

で
複
数
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
お

り
、
再
稼
働
に
反
対
し
、
北
陸
電
力

と
国
に
廃
炉
を
求
め
る
も
の
。

高
橋
委
員

安
全
性
の
確
保
に
問
題
が
あ
る
。

猪
村
委
員

再
稼
働
に
向
け
た
調
査
を
原
子
力

規
制
委
員
会
が
実
施
し
て
お
り
、
安

定
的
な
電
力
の
確
保
の
観
点
か
ら
も

請
願
に
反
対
す
る
。

議会だより VOL.8213

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

お

も

な

審

査

内

容

地
域

文
教

常
任

委
員
会

地
域
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

大
西

潤

副
委
員
長

長
柄

裕

委

員

猪
村

博
靖

杉
本

正
一

高
橋

成
典

坂
井

正
靱

金
子
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国民健康保険税率改定のイメージ

「母子保健」と「児童福祉」を一体化
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定
例
会
初
日
の
２
月
22
日
に
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
経
て
各
議
案
の
詳

細
な
審
査
を
分
科
会
で
行
い
、
３
月

12
日
に
両
分
科
会
で
の
審
査
内
容
の

報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
っ
た
。

竹
内
委
員

２
月
末
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

受
入
額
と
受
入
件
数
は
。

総
務
課
長

令
和
４
年
度
の
件
数
は
４
６
１
３

件
で
、
金
額
は
３
億
７
１
５
８
万
円

で
あ
る
。

令
和
６
年
２
月
末
現
在
の
件
数
は

８
７
１
３
件
、
金
額
は
３
億
７
１
４

１
万
円
余
り
で
あ
り
、
既
に
令
和
４

年
度
と
同
額
で
あ
る
。

災
害
関
連
以
外
の
通
常
の
寄
附
金

額
は
３
億
４
５
５
７
万
円
で
、
令
和

４
年
度
の
同
月
比
で
２
０
０
０
万
弱

減
っ
て
い
る
。

竹
内
委
員

能
登
半
島
地
震
の
災
害
支
援
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
の
状
況
は
。

総
務
課
長

災
害
関
連
の
寄
附
が
令
和
６
年
２

月
末
現
在
で
３
７
４
１
件
、
金
額
は

２
５
８
４
万
円
で
あ
る
。

竹
内
委
員

地
籍
調
査
は
、
七
塚
・
宇
ノ
気
と

比
べ
、
高
松
は
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
。

地
籍
調
査
を
加
速
化
さ
せ
る
方
策
は
。

産
業
建
設
部
長

地
籍
調
査
を
行
う
に
は
、
国
の
補

助
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

国
の
動
向
を
注
視
し
、
予
算
の
獲

得
に
努
め
る
。

竹
内
委
員

合
葬
墓
は
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

総
務
課
長

能
登
半
島
地
震
の
影
響
で
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
等
の
調
達
が
遅
れ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
工
事
を
進
め
る

よ
う
に
促
し
て
い
る
。
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総
務
建
設
分
科
会

３
月
８
日
開
催

総
務
建
設
分
科
会

災
害
復
旧
へ
ふ
る
さ
と
納
税
広
が
る

地
域
文
教
分
科
会

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

お

も

な

質

疑

総務建設分科会 審査案件

内容 令
和
５
年
度

特
別
会
計
・
事
業
会
計
補
正
予
算
（
墓
地
・
水
道
・
下
水
道
）

内容 令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

内容 専
決
処
分

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

専
決
処
分

令
和
５
年
度

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

令
和
６
年
度

特
別
会
計
・
事
業
会
計
予
算

（
墓
地
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
大
海
財
産
区
・
水
道
・
下
水
道
）

内容 令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

・
合
葬
墓
の
工
期
延
長
に
よ
る
繰
越
明
許
費

・
上
下
水
道
施
設
の
本
復
旧
工
事
費

な
ど

・
令
和
５
年
度
の
実
績
見
込
み
や
災
害
復
旧
関
係
費
な
ど
を
補
正

・
能
登
半
島
地
震
の
応
急
復
旧
工
事
費

な
ど

※
予
算
の
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
を
参
照

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

予
算

決
算

常
任

委
員
会

液状化被害に襲われた大崎地内
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坂
井
委
員

お
試
し
移
住
体
験
事
業
費
補
助
金

の
補
助
対
象
経
費
は
。

企
画
振
興
課
長

市
内
で
の
宿
泊
費
や
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
料
に
対
し
補
助

対
象
経
費
の
４
分
の
１
を
補
助
す
る
。

高
橋
委
員

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策
支
援

給
付
金
は
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
漏

れ
な
く
支
給
さ
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

９
割
以
上
に
給
付
で
き
て
い
る
。

給
付
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
世
帯

に
つ
い
て
は
案
内
を
送
付
し
て
い
る
。

坂
井
委
員

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

＊
支
援
員
の
配
置
は
。

学
校
教
育
課
長

小
学
校
に
既
に
配
置
し
て
い
る
特

別
支
援
教
育
支
援
員
か
ら
選
任
し
、

配
置
し
て
い
な
か
っ
た
中
学
校
へ
新

た
に
配
置
す
る
。

杉
本
正
一
委
員

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
は
１
台

あ
た
り
い
く
ら
か
。

防
災
環
境
対
策
課
長

こ
れ
ま
で
は
１
台
あ
た
り
15
万
円

の
補
助
だ
っ
た
が
、
令
和
６
年
度
か

ら
１
台
あ
た
り
30
万
円
に
増
額
す
る
。

猪
村
委
員

保
育
士
宿
舎
借
上
支
援
事
業
補
助

金
と
は
ど
う
い
う
補
助
金
か
。

こ
ど
も
家
庭
課
長

私
立
園
が
保
育
士
の
就
労
継
続
を

支
援
す
る
た
め
に
保
育
士
の
ア
パ
ー

ト
を
借
り
上
げ
た
場
合
の
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

地
域
文
教
分
科
会

３
月
７
日
開
催

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委

員

長

金
子

猛

副
委
員
長

中
川

康
弘

委
員

議
長
を
除
く
12
名

議会だより VOL.8215

お

も

な

質

疑

地域文教分科会 審査案件

内容 令
和
５
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
）

内容 令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

内容 専
決
処
分

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

令
和
６
年
度
特
別
会
計
予
算

（
市
営
バ
ス
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
）

内容 令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

・
令
和
５
年
度
の
実
績
見
込
み
に
伴
う
精
算
補
正

・
は
ま
な
す
こ
ど
も
園
の
一
部
改
修

・
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
置

な
ど

・
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
を
給
付

な
ど

※
予
算
の
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
を
参
照

校内教育支援センター（ＳＳＲ）の設置

＊
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

自
分
の

ク
ラ
ス
に
入
り
づ
ら
い
児
童
生
徒
の
た

め
の
学
校
内
の
居
場
所
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
の

こ
と
。
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